
校長 内 藤 奏 子

２月４日の立春からは春になるということで、１か月が過ぎようとしていますが朝の気温からは少しも春

を感じられない寒さが続いています。

昔から季節の変わり目には、体の調子を崩しやすいと言われています。この季節は手や足、首などが冷え

てかぜ症状が出ますが、冷えると心もかぜ症状がでます。子どもたちに次のような話をしました。「他の人が

言った言葉がとても気になり『みんなが悪口を言っているのでは』と、気持ちが落ち込むともっと体温が下

がります。そうなると自分から行動できなくなり、人と話をするのもつらくて一人でよくないことをぐるぐ

る考えてしまいます。こんな時は体を暖かい服装や飲み物で体をぽかぽかにしてあげてください。それでも

心が温まらないときは、自分が話しやすい先生に相談してください。人と話をすると心がぽかぽかしてきま

す。つらそうな友達がいたら、さりげなく『大丈夫？』と声を掛けて、元気のなさそうな人のことを先生に

教えてくださいね」と、子どもたちにお話をしました。委員会の児童もこのような原稿を自分たちだけで作

成し全校に呼び掛けていたので、すばらしい取り組みだな、と感心しました。

さて、２月２０日月曜日は緑が丘小学校の開校記念日、人間にたとえるなら４９回目の学校のお誕生日で

した。新年度は５０年目を迎え、全ての行事が５０周年記念行事となります。開校記念日を前に緑が丘小学

校ができた頃のお話を校内放送で次のようにお伝えしました。「昭和45年に神楽岡団地造成計画がはじまり、

緑が丘地区、神楽岡地区、旭神地区の整備が行われました。緑が丘市民委員会も今年５０年をの誕生日を迎

え、２月２６日に５０周年記念式典が行われました。昭和４８年７月に学校建設工事がはじまり、同年１１

月「緑が丘小学校」と校名と校章が決まりました。校章は天と星を表しており、天は北国の星、北極星を表

し、地は山を指し、光と緑に包まれた豊かな環境を表しています。翌年、昭和４９年２月２０日に工事が終

わり、開校式がこの日に行われました。最初の全校児童数は２０２人でした。校歌が完成したのは、昭和５

０年１月、作詞は坂本富貴雄先生、作曲は宍戸肇先生が携わられました。その後、どんどんこの緑が丘地区

は人がたくさん住み、発展していきます。最大で１６００人を超える児童が在籍していた頃もありました。

みなさんがいる教室に５０人いたことになります。残念ながらその後は人が減り始め、現在２１６名の児童

数です。緑小っ子の皆さんには、歴史ある緑が丘小学校を大人にな 【現６年生のロゴマーク】

った時に、胸を張って自慢できる学校にしてほしいと思います。

６年生は、現在の緑小っ子も大人になって自慢できる小学校であ

るように、そのまとめをしている最中です。５年生はそのバトンを

引き継ぎ、５０周年に向けて更に成長しようとしています。６年生

は後輩へ５０周年へバトンを引き継ぐイラストを私に託してくれま

した。在校生はこのバトンを受け取り、未来に誇れる緑が丘小学校

に成長させてくれるものと期待しています。

６年生から５年生へバトンをつなぐ
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1 水 朝会(認証式) 交通安全街頭指導

1月19日～２月17日の間「スキー学習」を行いました。低 さわやかあいさつ DAY
学年は、前庭や神陵公園の築山での練習、２~６年生は各学 ２ 木 学期末事務(5時間)

年ごとにバスを利用してスキー場(サンタプレゼントパーク) ３ 金 6年生を送る会 学期末事務(5時間)

での実施でした。天候にも恵まれ、子どもたちは積極的にス ６ 月 朝会(各種表彰)

キーに取り組んでいました。滑る回数が増えるごとに上達を 13 月 同窓会入会式(6年)

実感できたようで「昨年よりも上達した」と満足げな表情の 15 水 卒業式総練習 図書館閉鎖

児童も多く、スキー学習を満喫していました。 16 木 前日準備(5年)

17 金 第49回卒業証書授与式

20 月 ＡＬＴ来校

24 金 修了式 離任式

25 土 学年末休業(~3/31)
※※※ 次年度始業式4月６日 ※※※

２月６日に令和５年度児童会役員演説会・選挙を行い

ました。立候補者は１0名、責任者を合わせると全部で

２0名がテレビ放送を使って演説を行いました。立候補

者は、緑が丘小学校をよりよい学校にするために「挨拶

を明るくするようにしたい」などそれぞれの思いを、堂

々とした口調で話しました。また、責任者は、立候補者

の良いところや人柄などを熱く語っていました。その姿

がとても頼もしく感じました。選挙の結果、下記の5名

先週から３学期の校内作品展を行いました。「書き初め」「版 が当選しました。新役員の今後の活躍をとても楽しみに

画」「絵画」など様々な作品が一階廊下に掲示されていまし しています。

た。参観日等でもご覧いただけたと思いますが、力作ぞろい 【会 長】野口 史(５年) 【書記】干場 詩栞(５年)

ですので、その一部を紹介いたします。 【副会長】髙木 彩羽(５年) 【書記】木下 晟吾(４年)

【副会長】福地 和子(４年)

開校50周年に向けて、６年生にロゴマークの作成をお願い 課外活動の競技会やコンクールで目覚ましい活躍をし

したところ、末永心音さん、山崎純佳さんが、６年生が５年 ている緑小っ子がおります。本校を拠点として活動して

生にバトンを引き継ぐ様子をあらわしたロゴマークを考案し いる少年団や吹奏楽、また、学校を通じて出展した作品

てくれました。(左に掲載) の受賞については把握しておりますが、個人で栄誉に輝

50th の０の中に、バトンを手渡しする絵が描かれ、緑が丘 く場合もあろうかと思います。学事報告等で、ご紹介さ

小の伝統を先輩から後輩に引き継いで行きたいという思いや、 せていただきますので、３月８日までに学校（教頭）ま

未来への飛躍を期待させる力強いマークとなっています。 でお知らせください。




